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0-1　「文型」が変わると意味も変わる（1）
― 同じ文型には意味に共通性

 1 日本語は「てにをは」、英語は「語順・文型」がすべて
次の2つの日本語の文を比較してください
① 「その犬は私を噛んだ」
② 「その犬を私は噛んだ」
　①②2つの日本文の表す意味が正反対であることはおわかりでし
ょうが（もちろん②は通常考えにくい内容の文ですが）、注目していた
だきたいのは、「その犬」と「私」と「噛んだ」という3つの語句の
順序（語順）が同じであるにもかかわらず、「は」と「を」という助詞
を入れ替えるだけで意味を変えることができるということです。す
なわち、日本語の場合、語順は文の意味を決めるのに（全くとは言
えないにしても）決定的に重要な要素であるとは言えません。
　それに対し、英語の場合は、日本語の助詞にあたるものがなく、
語順（ひいては文型）が意味の決定権を大きく握っています。先ほど
の2つの日本文を英訳してみると、語順の違いがはっきりわかりま
す。（S＝主語、V＝動詞、O＝目的語）
①「その犬は私を噛んだ」  →  The dog  bit  me.

 S V O

②「その犬を私は噛んだ」  →  I  bit  the dog.
 S V O

日本語の場合では「は」と「を」を入れ替えさえすればよいのに対
し、英語では主語と目的語を入れ替えなければなりません。つまり、
日本語では「てにをは」という助詞によって、「主語」「目的語」とい
った、名詞・代名詞が文中で他の語に対してもつ関係がわかるので
すが、英語の場合、それはすべて語順によって決まるのです。そし
て、その語順は次の5つの基本文型（英語の五文型）に集約されます。

 2 同じパターンには意味に共通性

英語の基本五文型の形と意味を確認しておきましょう。まず、目
的語をとらないもの＝自動詞、目的語をとれるもの＝他動詞という
観点から、5つの文型を考えてみます。
（1）自動詞（目的語なし）のつくる文型：SVとSVC 
① 第1文型：S＋V

 特徴：C（補語）もO（目的語）もとらずに成立する
 意味：存在・移動を表すもの（存在・移動系）が中心*（下記を参照）
②  第2文型：S＋V＋C（補語）

 特徴：C（補語）を必要とする
S（主語）とC（補語）の関係は「S＝C」に相当

 意味：「…である」（状態）、「…になる」（変化系）、「…に見える・
聞こえる」（五感系）が中心

（2）他動詞（目的語をとる）のつくる文型：SVO / SVOO / SVOC 
③ 第3文型：S＋V＋O（目的語）

 特徴：Oを必要とする
④ 第4文型：S＋V＋O1＋O2

 特徴：目的語を2つ（O1とO2）とることができる（二重目的語）
 O1とO2には、「O1がO2を持つ」という関係（所有関係）がある
☞ O1 have O2

 意味：「O1にO2を与える」が中心
⑤ 第5文型： S＋V＋O（目的語）＋C（補語）

 特徴：OとCには、主語と述語の関係がある
 1つの文の中にもう1つ別の文が埋め込まれているイメージ
 意味：2つ think系 ＝「OがCであると思う」

 make系 ＝「OをCにする・させる」
（※上の解説中、「意味」で「…が中心」としたのは、その意味系統が多い
ことは確かですが、そう決めつけてしまうと、また別の問題が発生する
からです。詳しくはそれぞれの章で扱います）
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英語の動詞は1つの文型でしか用いられるわけではありません。
複数の文型で用いられる動詞もあります。つまり、同じ動詞であっ
ても、文型が異なれば意味が変わるケースが出てくるのです。こう
なると「いちいち動詞の意味を文型ごとに覚えなければならないの
か…」と気が遠くなってしまうかもしれませんが、実はそうでもあ
りません。というのは、ある程度、文型ごとに用いられる動詞の意
味系統が決まっているからです。簡単な例で確認しましょう。
① He ran to the restaurant. 「彼はレストランへ走って行った」
② He ran short of cash. 「彼は現金が足りなくなった」
③ He ran the restaurant. 「彼はそのレストランを経営していた」
すべて runの過去形 ranが用いられていますが、日本語訳に示し
たように、runは異なる意味で用いられています。ただし、それぞ
れの文の文型は異なります。ranの後続の形に注目してみましょう。
① He  ran  to the restaurant.

 S V 前置詞＋名詞＝副詞句 → 動詞 ranを修飾
☞ SVの第1文型
② He  ran  short of cash.

 S V C（short＝形容詞（不足している）→ 補語）
☞ SVCの第2文型
③ He  ran  the restaurant.

 S V O（restaurant＝名詞 → 目的語）
☞ SVOの第3文型
これらは動詞 runの多義性によるとも言えますが、同時に文型の
違いによる意味の違いであることにも注目する必要があります。な
お、①の「前置詞＋名詞」のような固まりを「句」と呼びます（この
場合は「副詞句」）。（「句」についてはp.034で詳しく扱います）

 ■ SV ＝ 第1文型：存在・移動系の意味が中心
 ■ SVC ＝ 第2文型：「…である」（状態）、「…になる」（変化系）、「…
に見える・聞こえる」（五感系）が中心

 ■ SVO ＝ 第3文型：「Oを・に…する」

残念ながら、この中で第3文型（SVO）だけは統一的な意味系統
がありません。runはSVOの場合は「Oを経営、運営する」という
意味になります。しかし、①SVの場合は移動系の「走る」という意
味であるのに対し、②ではshort（不足している）という形容詞、す
なわち補語（C）をとるSVCの構造（形容詞は目的語にはなれません）
であることから、変化系「…になる」の意味（shortの状態になる→現
金が足りなくなる）になるのです。このような意味の違いはすべて、
文型の違いによる動詞の意味の区別がわかっているからこそ理解で
きると言えます。これは runに限りません。2つ例をあげましょう。

 ■ appear
① SVの場合： 「姿を現す」
② SVCの場合： 「Cに見える」
① He  appeared  on time.「彼は時間通りに現れた」

 S V on time（時間通りに）＝副詞句→appearedを修飾
② She  appears  rich.「彼女は金持ちそうに見える」

 S V C

 ■ leave
① SVOの場合： 「Oを離れる、去る」
② SVO1O2の場合： 「O1にO2を残す」
① He  left  his wife.「彼は妻を捨てた」

 S V O

② He  left  his wife  a great fortune.「彼は妻に多くの財産を残した」
 S V O1 O2

このようなパターンは他にも数多く存在します。意味の違いを把
握するのに文型の理解がいかに重要かをさらに考えていきます。

 まとめ

 ! 文型が変われば、動詞の意味も変わる
 ! 意味の違いをつかむには文型の理解が必要！
 ! 同一文型、同一パターンの動詞は意味に共通性がある


